別紙１
施設の有無及び構造設備の概要
（医療法第２１条第１項第２号から第８号まで、第１０号から第１２号までに掲げる施設の有無及び構造設備の概要）
　※別表「病院の施設の基準（法第21条第１項関係）」を参照のこと。
	建物の構造・面積
	建物

	
	構造
	建築面積
	延床面積
	延床面積内訳

	
	
	
	
	自己所有
	共有

	
	耐火構造
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡

	
	簡易耐火構造
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡

	
	その他
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡

	
	計
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡

	敷地の面積
	土地

	
	病院敷地面積
	内 訳
	

	
	
	自己所有
	共有
	

	
	
	㎡
	㎡
	

	設   備   概   要
	設備
	有・無
	室数・床面積等

	
	１．各科専門の診察室
	有 ・ 無
	　　　　　　　　　　　　科　　　　　　室

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　科　　　　　　室

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　科　　　　　　室

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　科　　　　　　室

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　科　　　　　　室

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　科　　　　　　室

	
	２．手術室
	有 ・ 無
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室

	
	３．処置室
	有 ・ 無
	室

	
	４．臨床検査施設
	有 ・ 無
	

	
	５．エックス線装置
	有 ・ 無
	

	
	６．調剤所
	有 ・ 無
	

	
	７．消毒施設
	有 ・ 無
	

	
	８．給食施設
	有 ・ 無
	

	
	９．洗濯施設
	有 ・ 無
	

	
	10．分べん室
	有 ・ 無
	

	
	11．機能訓練室
	有 ・ 無
	㎡ 

	
	12．談話室
	有 ・ 無
	㎡ 

	
	13．食堂
	有 ・ 無
	㎡ 

	
	14．浴室
	有 ・ 無
	


（別表）病院の施設の基準（法第21条第１項関係）
【凡例】
規則：医療法施行規則　　条例：福岡市病院及び診療所の人員及び施設の基準を定める条例

	設備
	根拠法令等
	基準（例外）

	１．各科専門の
診察室
	規則第20条
第１号
	（一人の医師が同時に２以上の診療科の診療にあたる場合その他特別の事情がある場合、同一の室を使用可能。）

	２．手術室
	規則第20条
第２号、第３号
	・外科、整形外科、形成外科、美容外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、小児外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、産科、婦人科、眼科及び耳鼻咽喉科を標榜する場合又は歯科医業のみを標榜する病院の場合、必要。

・なるべく準備室を附設すること。

・内壁全体を不浸透質のもので覆うこと。

・暖房、照明、清潔な手洗い設備を設けること。

	３．処置室
	規則第20条
第４号
	・なるべく診療科ごとに設置すること。

・診療室と兼用可能。

	４．臨床検査施設
	規則第20条
第５号、第６号
	・喀痰、血液、尿、ふん便等通常の検査のできるもの。
（法に基づき検体検査を委託する場合に 当該検査業務に係る設備を設けないことができるが、休日・夜間や救急時の体制が確保されていること。）

	５．エックス線装置
	規則第20条
第７号
	・内科、心療内科、リウマチ科、小児科、外科、整形外科、形成外科、美容外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、小児外科、泌尿器科、リハビリテーション科及び放射線科を標榜する場合又は歯科医業のみを標榜する病院の場合、必要。

	６．調剤所
	規則第16条
第１項第14号
	・採光及び換気を十分にし、かつ清潔を保つこと。

・冷暗所を設けること。

・感量10ｍｇのてんびん及び500ｍｇの上皿てんびんその他調剤に必要な器具を備えること。

	７．消毒施設
	条例第５条
第１号
	・蒸気、ガス、薬品を用いる等の方法により患者職員の被服、寝具等を消毒できる設備であること。
（法に基づき消毒業務を委託する場合、当該業務に係る設備は不要。）

	８．給食施設
	規則第20条
第８号、第９号
	・入院患者全員に給食できる施設であること。

・調理室床は耐水材料で洗浄、排水、清掃に便利な構造であること。

・食器の消毒設備を設置すること。
（法に基づき調理業務又は洗浄業務を委託する場合、当該業務に係る設備は不要。※院外調理の場合再加熱の設備が必要。）

	９．洗濯施設
	条例第５条
第１号
	（法に基づき洗濯業務を委託する場合、当該業務に係る設備は
不要。※病毒感染の危険のある寝具類等を除く。）

	10．分べん室
	規則第20条
第１号
	・産婦人科又は産科を標榜する場合、必要。
（分娩有の場合。）

	11．機能訓練室
	規則第20条
第11号
	・療養病床を有する病院のみ。

・内法で40㎡以上必要。※一部、経過措置あり。
・必要な器械及び器具を備えること。

	12．談話室
	条例第５条
第２号
	・療養病床を有する病院のみ。

・患者や家族が談話を楽しめる広さであること。
・食堂との兼用可能。

	13．食堂
	条例第５条
第３号
	・療養病床を有する病院のみ。

・内法測定で療養病床入院患者１人につき１㎡以上の広さが必要。

	14．浴室
	条例第５条
第１号
	・療養病床を有する病院のみ。

・身体の不自由な者が入浴するのに適したもの。


